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１ 評価の考え方（おさらい）

生物多様性の状態を端的に表す単一の指標はなく，一方，
関連する統計値や事業実績などの個々の増減のみでの評

価はなじまない。

次期プランでは，複数の指標を設定し，指標ごとの評価
を行ったうえで，「達成項目」及び「目標」の達成状況

を総合的に判断する。
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２ 評価の流れとイメージ（おさらい）

2030年目標 指標名
指標
推移

達成項目
の評価

目標の評価

目
標
○

達成項目１

指標１ ↗

C

C

指標２ →
指標３ ↘

達成項目２
指標４ ↗

A
指標５ ↗

達成項目３ 指標６ → B

達成項目４

指標７ →

D指標８ ↘
指標９ ↘

①「達成項目」に対して１つ又は複数の指標を設定する。(資料3-2参照)

② 指標の推移及び関連の事業実績を踏まえ,「達成項目」の達成度を
Ａ～Ｅの５段階で評価する。

③「達成項目」の評価を踏まえ,「目標」をＡ～Ｅの５段階で評価する。
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３ 御議論いただきたいこと

【具体的な評価の基準の考え方】
限られた情報（指標等）を基に，実態の把握
と客観性を確保した評価ができるか

＜活用する指標＞

⚫ 指標は，統計値，事業実績，アンケート調査を活用する。

⚫ 必要に応じて，随時より適切な指標を見直す。

＜評価するうえでの課題＞

⚫ 指標による性質の違い（増加が良い，減少が良い等）

⚫ 全ての指標において，到達点があるわけではない。
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（参考）指標例①
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（参考）指標例②
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（参考）指標例③
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（参考）指標例④
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（参考）指標例⑤
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（参考）指標例⑥アンケート調査結果


